職種：アパレル生産管理　　職務：生産管理

【概要】

自社の生産方針に基づいて商品の調達方法を企画・計画し、これに沿って品質・コスト・納期等の管理を総合的に推進する仕事。

【仕事の内容】

マーチャンダイザーが作成する基本的な生産計画や仕様を踏まえ、デザイナーが企画したアパレルをどのように生産するか詳細まで企画・計画し、これに沿って品質・コスト・納期の総合的な管理を行う。

アパレルの生産方法は、自社工場で行うケース、社外の協力会社に委託するケース、商社に一括して委託するケースなどがある。生産管理担当者は、まず、ブランドの特性等を踏まえて、個々のアパレルごとにどのような方式で生産するのが最適かを検討する。生産方針が定まった後は、品質基準を満たしたアパレルが、計画したコストの範囲内で、予定された納期までに仕上がるように、品質・コスト・納期を総合的に管理する。

なお、在庫管理や物流管理等も生産管理担当者の仕事に含まれる場合もあるが、企業によって実態は様々であり、本職務では生産管理のコア業務である「生産方針の企画」「スケジュール策定・管理」「品質保証・品質管理」「原価企画・原価管理」を中心に整理を行っている。

【求められる経験・能力】

（1） 生産管理の仕事は、アパレルの企画から設計、製造、販売に至るまでの全工程に関連する仕事であり、アパレル業全体についての包括的な知識が求められる。

（2） マーチャンダイザーや販売部門の担当者、自社工場、協力会社の担当者等との連携が不可欠であり、幅広い人脈形成能力や高いコミュニケーション能力が求められる。

（3） 近年、これまで以上に高い品質基準が求められるようになってきており、アパレルの品質についての十分な理解が求められるようになっている。

（4） また、生産管理担当者は、リードタイム短縮や生産効率化に向けて、常にコスト意識をもって業務改善の余地がないか気を配ることができることが望ましい。

【関連する資格・検定等】

· ビジネス・キャリア検定試験
　生産管理プランニング（１級、２級、３級）

　生産管理オペレーション（１級、２級、３級）
・繊維製品品質管理士（ＴＥＳ）

　

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　　２５３　企画・調査事務員

２７１　生産現場事務員
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